III-2: 研究シンポジウム「都市・農村コミュニティの現代的再生を探る」 by 除本 理史 et al.
































































































大阪市立大学准教授 松永 桂子  
 












化を遂げました。2008 年ぐらいがちょうど転換期でしたが、人口 3000 人弱ぐらいのと
ころに、今 15％ほど、1 割を超える人が I ターンとして、ほとんどが 20 代、30 代の首
都圏出身の若者が海士町にやって来ています。  

























って、おおよそ家族も入れると、ここ 2～3 年の間に 100 人ほどが社会増になったとい

































































































































































金沢大学准教授 眞鍋 知子  
  




















































  今回調査 前回調査 
調査期間 平成 27(2015)年７月 平成 18(2006)年９〜１０月 
調査方法 郵送調査法 郵送調査法 
調査対象 







調査対象者数 1,500 人 1,500 人 
有効回収率   41.6%（624 票） 52.3%(785 票） 
























































 それを裏付けるといいますか、金沢市では市民の協働推進条例を 2005 年に作ってい
るわけですが、条例策定後の条例の認知度に比べて、9 年後（昨年度）は非常に減って
いるという状況です（協働推進条例（2005 年 4 月施行）の認知度：「知っている」前回




















  前回 今回 前回 今回 前回 今回 前回 今回 前回 今回
ａ．地域の高齢者に対
する福祉サービスの
提供 0.5 1.2 1.6 3.7 33.2 45.7 30.1 26.7 34.6 22.8
ｂ．子どもの学校外の
活動の支援や見守り 
6.2 13.9 24.5 30.0 57.5 49.2 6.9 3.9 4.8 3.0
ｃ．文化活動の開催や
生涯学習などの講座
の開講 2.1 3.1 7.7 16.6 51.4 54.2 26.8 16.0 11.9 10.2
ｄ．生活道路の除雪・
排雪 2.7 4.2 6.2 11.0 46.1 49.5 18.7 18.2 26.2 17.2
ｅ．地域の清掃活動 
11.3 14.2 30.8 38.0 47.3 40.9 5.9 3.4 4.8 3.5
ｆ．地域の公園や広場
の整備・管理 3.4 2.5 9.8 10.8 47.0 46.6 25.3 26.1 14.5 14.0
ｇ．地域の防火・防
災・防犯活動 4.9 4.5 14.8 14.5 61.8 61.7 10.5 9.8 8.0 9.5
ｈ．まちづくりの方向






















2016」を策定しました。その 2 年後の 2018 年度に市民活動サポートセンターをつくる
ための「あり方検討会」を設置して現在検討中です。  











 以上です。ご清聴ありがとうございます。（拍手）  
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